
沖縄県

位置図

平敷屋地区

岸壁の耐震化により、
災害時の水産物の陸
揚げを確保

漁船・定期船の安全運航の
確保のための航路の整備陸揚・準備および定期船発着

のための岸壁の新設

安全係留のため
の船揚場新設

平敷屋

津堅

浜

比嘉

周辺３漁港か
ら陸揚げ

陸揚岸壁の不足により港内
で陸揚待ち

護岸改良により、
港内静穏度を向上

事業主体： 沖縄県
総事業費： １，７１０百万円

実施期間： Ｈ２１～Ｈ２５
Ｂ／Ｃ＝１．３７
Ｂ＝２，１０４百万円
Ｃ＝１，５３５百万円

平敷屋地区地域水産物供給基盤整備事業 ～モズク流通拠点の機能強化～
へしきや

■モズク養殖が盛んに行
われ、水揚量は全国１位

■津堅島への定期航路
があり、生活・観光港とし
ての役割

モズク陸揚時は岸壁が混雑



平敷屋地区地域水産物供給基盤整備事業 ～モズク流通拠点の機能強化～
へしきや

○係留施設が不足して
いるため、水揚げの混雑
や待ち時間の発生

・モズク養殖関連作業に
時間を要している

・水揚げにあたり粗悪品
を選別する時間が確保
できず品質にばらつきが
生じている

○観光への需要増加を
背景に定期船が大型化
しているが、安全に乗船
できる係留施設が整備さ
れていない

課題

○係留施設を整備することで、混
雑や待ち時間が解消

・モズク養殖と兼業の漁船漁業等
の操業時間が年間２割程度増加
することが見込まれる

・粗悪品を選別することが可能と
なり、品質の安定したモズクの供
給により、単価が80円/kgから150
円/kgに向上することが見込まれ
る

○定期船の円滑な運航が可能と
なり、地元の観光振興と相伴い、
観光客の5%程度増加が見込ま
れる

・漁船漁業等の増加に
よる生産額増加効果

年間16.3百万円

・モズクの品質安定に
よる価格向上効果

年間59百万円

・観光客の増加による
宿泊費等の増加効果

年間32百万円

計107.3百万円

整備による直接効果 直接効果額



【民間消費増加額】
所得増のうち消費

にまわる金額

【直接効果】

漁業生産額や観
光投資額の増加
107.3百万円

【一次波及効果】
関連する産業の

生産額増加
30.4百万円

【二次波及効果】
民間消費による

生産額増加
50.8百万円

【雇用者所得の増加額】

関連産業の生産額増加
による所得の増加分

【経済波及効果】
ＧＤＰ増加額

81.9百万円

平敷屋地区地域水産物供給基盤整備事業 ～モズク流通拠点の機能強化～
へしきや

直接効果をもとに、沖縄県中部泡瀬圏域の産業連関表を用いて、経済波及効果を算定

【一次波及効果】
直接効果による原材料等の調達
先の売上増加や商品・サービス
の出荷先の売上増加の効果

【二次波及効果】

直接・一次波及効果に伴う雇用者の消
費増加（所得の一部が消費に回る）に
よる関連産業の売上増加の効果

【直接効果】
漁港の整備と直結して変化する漁業
関連産業の生産額の増加（量や価格
の変化による売上の増加）の効果

雇用者所得や営業余剰等の増加分を
ＧＤＰ増加額として評価

例えば、鮮魚生産増加に
ともない、
①餌料製造の生産増加
②出荷箱の生産増加




